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１．岐阜市の概要 

名古屋から約 30 ｋｍ ・ ＪＲの快速で約 20 分（※中部国際空港から名鉄で 56 分） 

         

○人口 415,113人（H26.4.1現在） 

○面積 202.89 k㎡（H18.1.1現在） 

○市の歴史 

   ・明治22年 ： 市制施行（7月1日） 

   ・平成  8年 ： 中核市へ移行（4月1日） 

   ・平成18年 ： 柳津町と合併（1月1日） 

   ・平成21年 ： 市制120周年     
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日本の中心 
｢岐阜県｣ 

北緯35度23分 

東経136度43分 



２．岐阜市の魅どころ 

■製薬業発祥の地 
  （「日本書紀」に記載あり） 

■「岐阜城跡（209ha） 」  

  ⇒国史跡（H23.2.7） 長良川うかいミュージアム 
  （岐阜市長良川鵜飼伝承館） 

■1,300年以上の伝統を 持つ  

       「ぎふ長良川鵜飼」 

■ 鵜飼の魅力を 
  護り、伝え、広げる    
  通年型観光拠点 

岐阜城下町イメージ図（16世紀後半）  

ｲﾗｽﾄ：加藤由朗 

←信長公居館 

岐阜城→ 

美濃薬膳料理 

全日本学生落語選手権 
          策伝大賞 

■落語の祖「安楽庵策伝」    
                ゆかりの地 
（岐阜市三輪「浄音寺」にて出家） 

2 

伝統 

文化 

信長公 

■岐阜駅周辺の再開発 
まちの力 

◎『駅力』 中部圏‘第２位’ 
     （週刊東洋経済2011.3.5号） 

◎面積日本一の駅前広場 

 織田信長公 
←公居館 

■市民病院の改築 

◎医療環境  
  東海地区NO.1 
  （東京23区より上） 

 黄金の信長公像 
    （岐阜駅前広場内） 

■織田信長公のまち        
     岐阜市 

■つかさのまち 
夢プロジェクト 

◎知･文化･絆の拠点 



１．岐阜市の現状 
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年齢別人口推移

～14歳 15～64歳 65歳～

万人 

・H37には、39万5千人まで減少 

・高齢者は12万1千人まで増加 

・高齢化率は30.6％に上昇 

・少子高齢化が更に進行 

・労働人口が減少 

３．人口減少と高齢化 
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老年人口 

+22% 

△11% 

△２２% 

○人口は減少し、老年人口の大幅な増加、生産年齢人口、幼年人口は急激に減少 

（推計値） 

（３９４，６６４） 

生産年齢人口 

幼年人口 

３ 

（実測値） 



資料：国勢調査 

平成17年度 平成22年度 

４．急速に進む中心部及び郊外の開発団地の高齢化 

４ 



• 市街地は郊外
に拡大 

• 中心部の空洞
化と併せ人口
密度は低下 

   ２５年間で ＤＩ
Ｄ面積は 約２．
１倍（ 28.2㎢
→55.0㎢）に拡
大 

          人
口密度は 約５
６％（ 9,359人
/ ㎢ →5,295人
/ ㎢）に低下 

５．人口集中地区（DID）と人口密度の推移 

ＪＲ岐阜駅 

1970 年（ S45 ） 人口集中地区 

2010 年 （ H２２ ） 人口集中地区 

【人口集中地区（DID）の拡大状況】 【DID面積と人口密度の推移】 

資料：市都市計画ＭＰ 

ＤＩＤ 195％に拡大 

人口密度56％に低下 

○ＤＩＤは拡大し、中心部のスプロール化が進行し、低密度な市街地の外延化が進む 

５ (K㎡) (人/K㎡) 



 

 ６．地域別人口動態 

６ 

（＋５％以上） 



・市域南鉄道が位置 市内移動に鉄道が活用しにくい 

・環状道路 H15に完成 

 ７．交通網の概要 

環状線 

７ 



全国で実施されているパーソントリップ調査をもとに国土交通省にて集計された三大都市圏交通
分担結果（H17、H22）とH13岐阜市の交通分担結果を比較図 

交通手段の状況 

８．公共交通の現状 
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資料：第４回、第５回中京都市圏パーソントリップ調査（中京都市圏総合都市交通計画協議会） 
 

※市内 ：出発地、到着地ともに“市内”のトリップ 
※市内外：出発地が“市内”で、到着地が“市外”のトリップ 
※市外内：出発地が“市外”で、到着地が“市内”のトリップ 
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オムニバスタウン事業 Ｈ１４～Ｈ１８ 地域公共交通活性化・ 
再生総合事業 H20～H22 

９．バス利用者数の推移 
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資料：岐阜乗合自動車㈱、岐阜市 
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２．バス交通を中心とした公共交通施策への転換 

 

 



 10．公共交通を取り巻く環境の変化と基礎自治体の役割 

・モータリゼー
ションの進展 

・急激な少子
高齢化 

・本格的な人
口減少 
 

バス交通の維持確保  
・国による許認可、交通事業者への指導 
・交通事業者の経営努力 
  一部の自治体では公営交通 

（Ｈ１４の需給調整規制の前まで） 

Ｈ１４．２道路運送法の改正  
・交通事業者の参入、退出規制の緩和 
・地方都市を中心に路線廃止が増加 
・地域協議会による廃止への対応 

Ｈ１８．１０道路運送法の改正  
・地域公共交通会議の設置 
・コミュニティバスなど地域交通導入推進 

交通
事業
者の
経営
環境
悪化 
・ 

バス
路線
廃止 
・ 

交通
事業
者経
営破
綻事
例の
増加 

基
礎
自
治
体
の
責
務
が
増
大 

Ｈ２５．１２交通政策基本法 公布・施行 
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 11．バスを中心とした交通政策への転換 

路面電車 市営バス 

岐阜市型ＢＲＴの導入 市民協働の手づくりコミュニティバス 

鉄道事業者が廃止 民営化（民間譲渡） 
平成17年3月末 平成14～16年度 

平成23年3月27日～ 連節バス導入 平成18年10月1日～ コミュニティバス導入 

■都市構造と路面電車のルートが乖離  
 →利用者の減少 
■道路空間が狭い 
 →定時性や速達性の確保が困難 
   利用環境の安全性の確保も困難  

10～20億円の赤字 

■民ができることは民で 
 （官から民へ） 

実現のための新たな 
交通政策 

◇路線バス(約50路線)利用者数1700万人/年（H2４年度） 

多様な地域核を結ぶ 
地域を活性化 
高齢社会に対応 

◇コミュニティバス(14地区)利用者数約37万人/年（H24年度） 

1,737万人/年 

が利用（H24年度） 

市民交通会議平成１６年度 

４～５億円の赤字 

幹線・支線バスとコミュニティバスが連携した公共交通ネットワークの確立 

42万都市をバスで支える 

11 



岐阜市バス交通ネットワーク調査検討会(H18年度・H19年度) 
①集約型都市構造の構築や中心市街地の再生などまちづくりと連携 
②具体的なバス路線再編計画の実現策 
③幹線バスの「質」（運行頻度、定時性、速達性）確保のための実施施策 
④幹線・支線・コミュニティバスが連携したバスネットワークの構築 

岐阜市地域公共交通総合連携計画 
（H19年度：当面の対策） 

岐阜市バス利用促進総合計画（H13.3） 
バス路線再編計画とバス利用促進計画の２本柱 

バス路線再編計画 バス利用促進計画 

岐阜市総合交通政策(H18.3) 
都市交通マスタープラン 

～だれもが自由に移動できる交通環境社会の実現～ 
総合交通政策の方針 

市民との協働による計画づくり「市民交通会議」 

岐阜市地域公共交通総合連携計画（Ｈ２０～Ｈ２２） 
公共交通・ソフト施策 

事業計画 
(H19年度策定) 

連携 

    オムニバスタウン整備総合対策事業 (指定H14.12) 
自動車からバスへの利用転換を基本目標とし、「バス交通基盤の整備・強化」、「バスの情報
化」、「バスのバリアフリー化」 及び「バスの一元化」の4つを基本方針とする。 

岐阜市地域公共交通連携計画（2期）（Ｈ２５～Ｈ２７） 

岐阜市総合交通戦略（Ｈ２６～Ｈ３０） 

オムニバスタウン整備総合対策事業 
(H14～18年度) 

集約型の市街地構造を目指した総合的な交通施策の推進 

岐阜市総合交通戦略（Ｈ２１～Ｈ２５） 
・徒歩･自転車･公共交通･自動車 
・ハード･ソフト施策 

連携 

公共交通 
実施計画 

総合交通 
実施計画 

 １２．公共交通活性化の継続的な取り組み 

岐阜市地域公共交通網形成計画（予定） 

岐阜市地域公共交通再編実施成計画（予定） 12 



幹線バス 地域核 
支線バス 

地域核 自転車 

■交通政策の理念 
 だれもが自由に移動できる 

 交通環境社会の実現 

幹線バス 

支線バス 
コミュニティバス 

バス路線の再編と 
公共交通のネットワーク化 

市民協働の 

コミュニティバス 

・全体計画 

 (22地区） 
・運営協議会 

・路線バス乗継  

 のためのＩＣ 

 カード 

幹線軸の強化 

幹線のＢＲＴ化 

・バスレーン 

・ＰＴＰＳ 

・バス停上屋 

・バスロケーション 

・ＩＣカード 

・トランジットセン  

 ター整備 

コミュニティバス 

コミュニティバス 

 13．集約型都市構造を支える公共交通のネットワーク  

多様な地域核のある都市 

13 



 １４．岐阜市総合交通戦略（２０１４～２０１８）  

トランジットセンターイメージ図 
トランジットモールメージ図 

●BRTを都市交通の軸として、鉄道、支線バス、コミュニティバスとの有機的な連携による 
  利便性の高い公共交通の確立 

14 



 

３．ＢＲＴの導入 

 

 



幹線バス路線 

BRT導入路線 

BRT導入検討路線 

バスレーン導入区間 

バスレーン協議区間 

乗り継ぎ拠点 

コミュニティバス 
導入地区 

鉄     道 

岐阜大学附属病院 
ターミナル 

ＪＲ岐阜駅北口駅前広場 
バス乗降場 

岐阜駅から10km圏をバス30分到達圏域に 

 １５．幹線（BRT）を軸としたバスネットワークの構築 

15 



 １６．BRTの推進①   ～ＢＲＴの特徴を生かして～ 

【ＢＲＴの特徴】 

 １．ＬＲＴと比べ初期投資が安価 
 ２．高い柔軟性 
   ・段階整備が可能 
   ・都市構造の変化に応じて対応が可能 
 ３．視認性が高く、ＬＲＴに匹敵する能力を持つ 

ＢＲＴの特徴を最大限に活かした 

  ＢＲＴの導入の推進 全長:約18m  全幅:2.55m  定員:130名  席数:46席 
 

連節バスの導入は、首都圏以外では初(全国４番目) 公共交通の 
魅力・情報発信力の向上 

■バス車両の高度化 

バスの快適性向上 

 ＢＲＴをまちの新たなシンボル 

バスの利用促進 

16 



・交通結節点機能の強化 
・公共交通ネットワークの強化 

・バス停上屋の整備 
・バスロケ表示機の整備 
・駐輪スペースの整備 

・バス優先レーン、PTPSの導入推進 
  ※ＰＴＰＳ：Public Transportation Priority System 
        （公共交通優先信号システム) 

■バス走行環境の整備 ■乗り継ぎ拠点の整備 

■バス利用環境の整備 

バスの定時性、速達性の向上 バスの利便性の向上 

 17．BRTの推進② ～定時性･速達性及び利便性の向上～ 

17 



ＢＲＴの戦略的な導入 
 
バスレーン、ＰＴＰＳの導入 
バス路線の再編、バスノットワークの構築 
 
市民合計性  
ネットワーク  
コミュニテバス 

    １８．BRTの導入戦略① ～上下分離と民間交通事業者との連携～ 

○バスの走行環境、利用環境の整備は自治体が担う。 
○交通事業者はバス車両の購入負担、整備工場整備と安全・安心の確保 

連節バス用のバスベイの整備 

バスレーンの整備 

利用環境を整備 

バス停近傍のC&R整備 ハイグレードバス停整備 18 



ＢＲＴの戦略的な導入 
 
バスレーン、ＰＴＰＳの導入 
バス路線の再編、バスノットワークの構築 
 
市民合計性  
ネットワーク  
コミュニテバス 

 １９．BRTの導入戦略② ～段階的、戦略的導入～ 

Ｈ２０ バス路線の再編 

Ｈ２１ 走行環境の整備バスレーン導入 

Ｈ２２ 車両の高度化（連節バス導入） 

Ｈ２１ バスレーンのカラー化 

Ｈ２６ ＰＴＰＳ導入に向けた協議 

ＢＲＴの段階的整備 

Ⅰ導入効果の早期発現を期待できる路  
  線から導入（H22年度） 

Ⅱ連節バスの魅力の活用（H24年度） 
  市内循環線へのルート拡大 
  観光振興、中心市街地活性化 

Ⅲ導入効果の発現に時間はかかるが  
  公共交通軸として最も重要な路線に 
  導入（H25年度） 

ＢＲＴの戦略的導入 

ＢＲＴ導入に向けた合意形成のための戦略 

19 



 ２０．BRTの戦略的な導入③ 

立ち止まることのない積極的な展開 

名
鉄
名
古
屋
本
線
 

ＪＲ東海道本線 

名鉄竹鼻線 

名鉄各務原線 

ＪＲ高山本線 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

JR岐阜駅 
名鉄岐阜駅 

長良川 

連節バス導入路線 
（H23.3.27導入） 

連節バス導入路線 
（H24.8.5導入） 

連節バス導入路線 
（H26.3.28導入） 

20 



２１．岐阜市型BRTの導入と早期効果の発現～Ⅰ戦略的な導入～ 

 ・路線全体の利用者増加 
 ・駅前広場の混雑解消 
 ・輸送力･輸送効率の向上 
 ・途中バス停の安全･円滑性向上 

岐阜市が踏み出した『はじめの一歩！』 

効果 

約25%
増加 
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『新たなバス利用者の創出』と『観光振興』 

２２．連節バスの魅力の活用 ～Ⅱ戦略的導入～  

■ＦＣ岐阜の応援に 
かけつけるサポーター 

■中心市街地を走る連節バス 

■金華山（岐阜城）を背に 
長良川を渡る連節バス 

■駅から出発する連節バス 

 ・観光利用者が増加 
 ・利用者に好印象 

効果 
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長良橋通りへのBRT導入 

２３．まちづくり、観光の軸となる幹線への導入～Ⅲ戦略的導入～  

長良橋のバスレーンを走行する連節バス 

市役所のバスレーンと連節バス 

BRTによるトランジットモールのイメージ図 
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連節バス 連節バス 

１３分短縮 

岐阜大学病院線 ■朝ピーク時間帯（７時３８分～８時１８分間）での岐阜大学・病院線のJR岐阜での乗客数（累計） 

待ち時間が減少 

岐阜駅北口駅前広場における滞留時間の減少 

（平成２３年４月２０日（水）８時００分頃） 

最後尾 

■連節バス乗車前後での待ち行列の減少 

最後尾 

連節バス乗車前 連節バス乗車後 

７時３８分から 
累計３００人を輸送した時刻を比較 

 

（人） 

調査日 

 ２４．BRT導入効果の検証   
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・日利用者数は毎年6月の1ヶ月間平均値 

 （アユカデータより） 
・日運行本数は毎年6月時点での運行本数 

（資料）岐阜乗合自動車㈱ 

利用者数 
 

３０％増加 

運行本数 
 

１２％減少 

■岐阜大学病院線の平日の日利用者数と日運行本数の推移 

（人／日） 
（本／日） 

■岐阜大学病院線の日利用者数（全日）の推移 

利用者数 
 

２５％増加 

（人／日） 

全日 

平日 

・日利用者数は毎年6月の1ヶ月間平均値 

 （アユカデータより） 
（資料）岐阜乗合自動車㈱ 

岐阜大学病院線路線全体の日利用者数２５％増（全日） 
                          ３０％増（平日） 

公共交通への転換 

運行の効率化 

岐阜大学病院線路線全体の運行本数  １２％減（平日） 

２５．BRTが路線全体に及ぼす利用促進効果  
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連節バス利用者・乗車目的
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　　　 連節バスに乗りたかったので 　　　 目的地に行くのにわかりやすいので

　　　 たまたま来たので 　　　 その他
観光客で連節バスに乗った人の6割が連節バスの乗車が目的の一つであった。 

※連節バスの市内循環ルート運行交通社会実験時のアンケート結果 

連節バスは観光資源となっていると考えられる。 

休日 

平日 

休日 
（国体期間中） 

○連節バス利用者の乗車目的 

○連節バスに乗車した理由 

連節バスについて 

連節バス利用者・乗車目的
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　　　 通勤・通学 　　　 買い物 　　　 観光 国体・スポーツ 　　　 その他

休日は、観光及び買い物目的の乗車が多い。 
国体期間中は、国体目的の乗車が多い。 

連節バス利用者・乗車目的
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乗車理由（目的別）

20%

9%

24%

60%

8%

11%

6%

3%

18%

13%

64%

77%

69%

13% 9%

1%78%

4%

8%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

通勤・通学

買い物

観光

その他

N=227

N=35

N=29

N=45

N=118
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　　　 たまたま来たので 　　　 その他
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観光
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N=45

N=118

　　　 連節バスに乗りたかったので 　　　 目的地に行くのにわかりやすいので

　　　 たまたま来たので 　　　 その他

全体 

２６．公共交通の新たな可能性 ～観光振興への効果～ 

■連節バス利用者アンケート 
  調査日  ：平成２４年８月２６日（日） 
          平成２４年９月 ５日（水） 
           平成２４年９月３０日（日） 
   調査箇所：連節バス車内 

■バス利用者アンケート 
  調査日  ：平成２４年８月２６日（日） 
   調査箇所：ＪＲ岐阜、名鉄岐阜、柳ヶ
瀬バス停付近 

■沿線施設利用者アンケート 
  調査日  ：平成２４年９月２１日（金） 
          平成２４年９月 ５日（水） 
          平成２４年９月３０日（日） 
   調査箇所：岐阜公園、鵜飼観覧船のりば、川原町界隈 
         柳ケ瀬あい愛ステーション、岐阜高島屋前、岐阜メモリアルセンター 
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※連節バスの市内循環ルート運行交通社会実験時のアンケート結果 

（連節バス利用者・バス利用者・沿線施設等利用者を対象） 

今後乗りたいと思うか（乗車経験別）

66%

58%

77%

18%

16%

18%

24%

7%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

乗車経験なし

乗車経験あり

N=776

N=468

N=308

　　　 思う どちらでもない 思わない

岐阜市のシンボルの一つになるか

54%

59%

39%

10%

11%

10%

36%

30%

51%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

連節バスを
知っている

連節バスを
知らない

N=807

N=598

N=209

　　　 思う 思わない 　　　 どちらでもない

連節バスは岐阜市のシンボルの一つとなるという意見が54％。 

○連節バスは岐阜市のシンボルの一つとなると思うか 

今後乗りたいと思うか（乗車経験別）

66%

58%

77%

18%

16%

18%

24%

7%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

乗車経験なし

乗車経験あり

N=776

N=468

N=308

　　　 思う どちらでもない 思わない

今後連節バスを利用したいという意見が66％と多い。 

連節バスは再度乗りたくなるような魅力ある車両である 

特に乗車経験がある人では同意見が77％と多い。 

○今後、沿線施設を訪れるときは、連節バスに乗って行きたいかと思うか 

岐阜市のシンボルの一つになるか

54%

59%

39%

10%

11%

10%

36%

30%

51%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

連節バスを
知っている

連節バスを
知らない

N=807

N=598

N=209

　　　 思う 思わない 　　　 どちらでもない

２７．公共交通の新たな可能性 ～観光振興への効果～ 
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２８．ＢＲＴの評価の向上に向けた取り組み 

岐阜大学・病院線へのBRT導入によるCO2削減効果
（平成22年度-平成24年度比較） 

t-CO2 

／年 

 公共交通利用促進効果+運行効率化 93  
 公共交通利用促進効果 84  

 運行効率向上効果 9  

BRT（連節バス2両）導入時のCO2削減効果の検証事例 

○公共交通の転換とバス車両運用効率化による環境負荷の低減について試算 
○道路交通の円滑化やコンパクトシティ化などの効果指標を取り入れ更なる検証が必要 

28 



 

４．バスネットワークの構築に向けた取り組み 
 



 ２９．ネットワークの構築に向けた総合交通戦略の推進 
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 ３０．走行環境向上のためのバスレーン・PTPSの導入 

30 



３１．バスレーンカラー化の効果 

○バスレーン優先レーンをカラー化すると、速達性が向上 
○信号の影響があり、定時性については変動が大きい⇒PTPSの必要性が確認できる 

    朝(７－９) 夕(17－19) 

    時間 変動 時間 変動 

北進 

H21 3:02 19% 3:09 18% 

H22 2:46 23% 2:35 22% 

差 -16秒 +5% -34秒 +4% 

南進 

H21 3:21 18% 3:31 22% 

H22 3:11 17% 3:10 19% 

差 -10秒 -1% -21秒 -3% 

    朝(７－９) 夕(17－19) 

    時間 変動 時間 変動 

北進 

H21 1:49 44% 2:08 32% 

H22 1:45 44% 1:58 37% 

差 -4秒 0% -10秒 +6% 

南進 

H21 2:34 28% 2:15 27% 

H22 2:13 21% 2:08 26% 

差 -21秒 -7% -7秒 -1% 

【西野町～千手堂】 

【千手堂～西問屋町】 

《運行時間(速達性)》 
○全て時間の短縮が見られる 
◎特に千手堂→西野町(北進)の夕方は、30秒以上も短縮 

《変動係数(定時性)》 
定時性は、導入後の西問屋町→千手堂(北進)に関しては37､44%と高くＰＴＰＳ
の導入が必要 

効果検証（バスロケ運行データより） 

  朝（7時－9時） 夕（17時―19時） 
  短縮時間 変動係数 短縮時間 変動係数 
上り 
（岐阜駅着方向） 

20秒短縮 5％増加 44秒短縮 10％増加 

下り 
（岐阜駅発方向） 

3１秒短縮 8％減少 28秒短縮 4％減少 
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乗り継ぎ拠点整備（事例①）【岐阜駅北口駅前広場】 

■最大の乗り継ぎ拠点 
 ・バス乗降場、一般車・タクシー乗降場を機能的に配置、駅と街をつなぐＵ字型の歩行者デッキを整備 
 ・面積26,500㎡と全国一の規模 
 １日平均乗車人員 ３０，１０１人（平成２２年度）資料：東海旅客鉄道㈱ 

35 

３２．乗継拠点整備（岐阜駅北口駅前広場） 
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約3,259本（4１路線） 平成26年4月1日現在 

【岐阜駅北口駅前広場】 

■全バス路線が乗入れ 

■バス停を色分け化 

■幹線方向を基本とし 

  乗り場を配置 

36 

■乗り入れ本数 

方向別のわかりやすい乗り場の整理 

３３．岐阜駅北口駅前広場バス乗降場 
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●乗継抵抗の軽減 
 ・快適な待合空間 
 ・病院ロビーにおけるバス接近情報 
         （バスロケーションシステム） 
 ・乗り継いでも初乗り運賃がかからない運賃システムの導入 
         （トランジット運賃） 

幹線バスとコミュニティバスの連携 

病院内ロビーバス近接情報 

連節バス 

●幹線・支線バス・コミュニティバスが連携 
  したトランジットセンターのモデル 
  ・幹線バス⇔支線バス 
  ・幹線バス⇔コミュニティバス 

大学病院構内におけるバスターミナル 

３４．乗継拠点（トランジットセンター）整備事例 

連節バスの導入 

大学附属病院に整備されたバスターミナル 
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ハイグレードバス停の整備 
■ハイグレードバス停（バスロケーションシステム併設） 

39 

■ハイグレードバス停（広告付） 

＊広告会社が整備、清掃、メンテナンスを行う。 

３５．ハイグレードバス停 

３５ 



 ３６．バス路線網構築のためのツール～情報化の推進～  

＊携帯アクセス件数 
100万件以上/月 

高齢者おでかけ 
バスカード 

アユカ 

＊市内３３基設置 ICカード74%､現金26% 

バスとバス停に備え付けられたアンテナを介して
通過情報を取得し、バスの接近や到着予測時刻
情報を利用者に提供 

携帯でバス停のバーコードを読み取り、バスの接近
や到着予測時刻情報を利用者に提供 

＊約20万枚発行 
(市民２人に１人が所有) 

乗降車時、読取機に情報を
読み取らせるだけで運賃の
支払いが可能なカード 

70歳以上の方対象 
２割引で乗車可能 

41 
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バスの行先表示に「見やすく、わかりやすい番号制」を導入した。 

 

番号の付け方 
各系統を「英字＋２桁の数字」の行き先番号で案内 
■英字：ＪＲ岐阜・名鉄岐阜を通る路線を８つの幹線に分け、それぞれに英字を付ける。 
■２桁の数字：８方向の幹線部分の主要停留所に番号を付け、各停留所から分かれる（あるいは終点となる）系統
にはその停留所番号を１０の位にそれぞれ付ける。 

【行き先方向幕の例】 

【路線の概略図】 

番号制のメリット 
・番号により乗りたいバスがすぐにわかります。 
・アルファベットと２桁の数字で路線名が覚えやすく 
  なります。 
・観光で訪れる外国の方々にもわかります。 

44 

３７．わかりやすい方向幕への統一、バス路線の番号化 

■行き先方向幕の統一と番号化 
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５．市民協働型のコミュニティバスの導入 
 



 
 

地域が経営感覚を持った運営 
・計画段階から住民が参画 
  ・ルートやバス停の位置の検討 
  ・ダイヤの運行計画の立案・運賃の決定 
  ・コミュニティバスの愛称も募集 
・運行段階での運営 
  ・地域で広告を募集 
  ・利用者をサポートするヘルパーボランティア  

 
運営の支援 

 ・運行事業者の選定（公募） 
 ・法的手続き 
 ・利用促進の助言 
 ・補助金 

 
バスの運行 

 ・安全安心な運行の徹底 
 ・運行経費の縮減 

地域住民 

行政（市） 交通事業者 

地域住民が主体となった運営協議会を設置 
地域住民・行政・交通事業者の３者が連携 

地域住民が主役 

 ３８．市民協働のコミュニティバスの概要 
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にっこりバス 

西ぎふ・くるくるバス 

黒野･西郷地区 

芥見東･南地区 

みどりっこバス 

芥見・岩地区 

加納めぐりバス 

加納地区 

みわっこバス 

中心市街地東部地区 

藍川地区 

あいあいバス 

日光地区 

市橋地区 

ｅバス 

ほっとバス 

境川地区 ３７３(みなみ)バス 

境川らくちゃんバス 

長良・長良東地区 

ながらうかいバス 

三輪地区 

長森南地区 

方県・網代地区 

バス 

※廃止代替 
コミュニティバス 

三里・本荘地区 

  ３９．コミュニティバスの導入状況② 
14地区⇒16地区に拡大、２２地区で全市カバー 

39 



コミュニティバスの運行から地域再生へ 

  ４０．市民協働のコミュニティバスの仕組み 

本格 
運行 

運行 
継続 

補助額 
チェック 

試行 
運行 

補助額 
チェック 

３年毎にチェック 

■地域住民による様々な活動 
   ・利用促進活動 
   ・運行計画の見直し 
   ・広報活動 
   ・収支改善策の検討  等 
    (運賃の見直し、広告収入の検討 等) 

地域の努力が継続した運行へつながっていく！ 

持続可能なコミュニティバスシステムの構築 
行政による効率性・補助金額のチェックと地域住民による継続的な利用促進活動や運行計画の見直し 

高齢者密度 高 ⇔ 低 

収支率 40% ⇔ 15% 

補助上限額 800万円 ⇔ 950万円 

補助基準 
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６．バス交通活性化の取り組み 
 



 ４１．公共交通利用促進に向けた取り組み例～事業者の取組～  

48 

・休日のバス利用促進 
・観光政策との連携 
・環境対策 
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 10.公共交通の利用促進に向けた取り組み③～モビリティマネジメント～  

49  

おでかけバスマップ バスの乗り方ガイド 

・交通行動を見なおすきっかけになった…約６割 
・クルマの利用が減った…２～３割 
・その内､継続が可能…約75％ 

交通行動転換 
動機付け冊子 

 ４２．市民の交通行動転換に向けた取り組み  
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４３．モビリティ・マネジメント推進協議会 ノーカーデー 

■ぎふ交通行動転換推進協議会の開催 ■岐阜市職員ノーカーデーの実施 

■企業･大学･行政機関によるモデル的な取組みの推進 
 （平成２１年１１月設置） 
 ◎研修会の開催(平成24年2月23日) 
  ・藤井聡教授講演（協議会委員等31名+市職員43名） 

■月２回の職員ノーカーデーの実施（平成１９年６月～） 
 《平成２４年度》 
  ◎ＣＯ2削減量：約4,300kg/年(約180kg/回) 
   ⇒50年杉307本分のCO2吸収量 

研修会の様子 
50 

○モビリティ・マネジメントとは？ 

1人ひとりの移動や、 
まちや地域の在り方を、 
工夫を重ねながらよりよいも
のに改善していく取り組み。 
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■自宅からバス停まで自動車を利用し、バス停周辺に駐車してバスに乗り換えるパーク＆ライドを推進 
■バス停周辺の空き駐車場の情報を発信し、パーク＆ライド駐車場として有効活用 
 ◎登録駐車場数：約９０箇所（平成２４年７月現在） 
  ※提供箇所：長良川以北、国道21号以南、岐阜環状線の外側かつバス停から約500ｍ以内の駐車場 

４４．インターネットを活用したパーク＆ライドの推進 

■パーク＆ライド推進のための駐車場紹介システム 

52 
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 ４５．地域公共交通の維持発展のための連携 

地域交通の確保 
 地域住民が主体 

関係機関が連携し 
 総合的かつ戦略的に 
  交通政策の推進 
 

利用者視点に立った 
 安全・安心の運行 

 
公共交通会議 

地域公共交通活性化再生法の協議会 
有効に活用 
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